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1988年7月、家族の近況を1988年7月、家族の近況を1988年7月、家族の近況を1988年7月、家族の近況を

伝えることから始まりました伝えることから始まりました伝えることから始まりました伝えることから始まりました

８８年７月　創刊号

８８年９月　２号（１）

８８年９月　３号（２）

夫がカットを描いていた頃

の通信です。

８９年９月　１１号（３）

当時、職場新聞「月刊おか

だま」の編集長も引き受け

仕事をしながら、病院内の

出来事を取材し記事にしま

した。

８９年９月　１４号（１）

８９年１２月　１７号（１）

87年にリゾート法が施行されて、夕張岳

にスキー場計画が持ち上がりました。各

地で自然保護活動が活発に繰り広げられ

ました。

夕張岳を守れ！と自然夕張岳を守れ！と自然夕張岳を守れ！と自然夕張岳を守れ！と自然

保護運動が繰り広げら保護運動が繰り広げら保護運動が繰り広げら保護運動が繰り広げら

れました。れました。れました。れました。



-2-

９０年１月　１８号（１）

沖縄の戦跡を訪ね、平和の沖縄の戦跡を訪ね、平和の沖縄の戦跡を訪ね、平和の沖縄の戦跡を訪ね、平和の

尊さをかみしめました。尊さをかみしめました。尊さをかみしめました。尊さをかみしめました。

９０年２月　１９号（１）

90年の新年号機関紙コンクールで、思い

がけなく優秀賞を受賞し、お手本のない我

流の通信が認められたと感激しました。当

時毎日新聞の論説委員の増田れい子さんが

「沖縄戦の傷跡の深さを歩いて書いたルポ

が良かった」と講評。その縁で「北海道の

リゾート開発」と題するコラムを書きまし

た。

９０年５月　２２号（３）

２００１年３月　１０８号（３）

１９８６年４月２６日に起きたチェルノブイリの原発事

故に衝撃を受けました。実は息子の誕生予定日だったの

で、子どものいのちが危ないと、市民運動に加わったの

です。キルトで原発反対の意思表示（上写真）をしまし

た。１０８号の記事は８８年１月、銀河通信を発行して

いない頃に、まだ２歳にもならない息子を夫や、母に頼

み、「反原発語り手養成講座」に参加した頃の文章を探

して掲載しました。若かり日の情熱を思い出します。

高木仁三郎さんがお元気だった頃の貴重な写真です。

いのちが大事と出来ることからいのちが大事と出来ることからいのちが大事と出来ることからいのちが大事と出来ることから

始めました。始めました。始めました。始めました。
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４年半で５０号に到達！４年半で５０号に到達！４年半で５０号に到達！４年半で５０号に到達！
家族で初めてニュージー家族で初めてニュージー家族で初めてニュージー家族で初めてニュージー

ランドを旅しましたランドを旅しましたランドを旅しましたランドを旅しました

１１年４ヶ月かかって１１年４ヶ月かかって１１年４ヶ月かかって１１年４ヶ月かかって

１００号に！１００号に！１００号に！１００号に！

９３年２月　５０号（１）

９７年４月　８３号

９３年４月　５２号

９９年１１月　１００号

５０号をまとめＡ４サイズの縮刷版を発行しま

した。新聞によく投稿していたので朝日新聞で

大きな記事にしてくれました。

読者からの反響が大きく、毎日のように縮刷版

の発送作業に追われました。

１００号が転

機になりまし

た。息子が銀

河通信の記事

になるのを嫌

がり、廃刊も

考えましたが

読者がたくさ

んいたので、

個人通信とし

て続けようと

心新たにした

頃です。
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「環境と平和へ銀河通信１００号」「環境と平和へ銀河通信１００号」「環境と平和へ銀河通信１００号」「環境と平和へ銀河通信１００号」

声欄に投稿声欄に投稿声欄に投稿声欄に投稿

２０００年１月　１０１号

２００１年３月　１０８号

朝日の声欄にはよく投稿して掲載

されました。日本国憲法に男女平

等を書いたベアテ・シロタ・ゴー

ドンさんにインタビューする機会

にも恵まれ、平和を守るには草の

根の運動が大切なことを学びまし

た。ＨＰをご覧ください。

127号からはパソコンで編

集しています。ＨＰをご覧い

ただけたら幸いです。２５周

年の記事を北海道新聞、朝日

新聞、共同通信が書いてくだ

さいました。
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